
町報

こうふ

チロルの里から音のたより

奥大山森の音楽祭
やわらかな鐘の音が響きわたったハンドベルドレフアソの演奏

8月9日夜　江尾小学校米原分校で奥大山森の音楽祭が開かれ、京都トロンボーングループと町内の

音欒グループなどとほのぼのとした楽しいステージを繰り広げました。
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△みんないっしょに衰大山踊り 盆濃艶な女性天神ばやし

△本三　天狗の松と天狗の足跡　　　　　　　△本二　あやめと牧場の瓜菜沢　　　　　　　底本一　江尾城巨大熊出現

⑳
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ム“カッコイイ”の喚声が上がった　貝田傘踊り保存会

Åたくさんの人でにぎわいました

（せせらぎ公園

マスつかみ取り大会）

A手に汗にざる　力相撲

▲ぼくのが、いちばん大きい

（丹谷川マス釣り大会）

⑳
▲新一　こぶとりじいさん

△観客から大声援．／初の女性横綱誕生

▲本四　かぐやひめ

Soumu
四角形
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どんなふうにできてるの？

十七夜来文学
～久連山に赤々と灯る江尾十七夜のシンボル～

十
七
夜
と
い
え
ば
久
連
山
の
火

文
字
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
眺
め
な

が
ら
踊
る
こ
だ
い
ぢ
踊
り
と
誰
も

が
思
い
浮
か
べ
る
光
景
で
す
。
特
に
、

風
に
ほ
の
か
に
ゆ
ら
め
く
火
文
字
は
、

と
て
も
幻
想
的
で
美
し
い
も
の
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
火
文
字
が
で
き

る
ま
で
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

火
文
字
は
、
た
い
ま
つ
の
よ
う

な
火
の
点
が
連
な
っ
て
で
き
て
い

ま
す
。
当
初
、
真
竹
を
切
っ
て
た
て
、

そ
こ
に
灯
油
を
注
ぎ
、
点
火
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
莫
竹
の
減
少

に
よ
り
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、

杭
の
つ
い
た
鉄
管
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
数
は
、
お
よ
そ
三
五
〇
本
で
、

中
に
灯
心
と
灯
油
を
入
れ
燃
や
し

ま
す
。乾燥
し
た
こ
の
時
期
に
、
水
の

な
い
山
中
で
火
を
燃
や
す
た
め
、

山
火
事
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
す
。
今
年
の
肺
譲
は
、
暑
さ
と

視
界
を
妨
げ
る
陽
炎
を
避
け
る
た

め
十
六
日
早
朝
六
時
か
ら
行
い
ま

し
た
。
作
業
員
は
合
計
十
名
で
、

下
で
作
業
を
行
う
一
名
を
除
く
九

名
が
、
灯
油
缶
や
作
業
用
品
を
背

負
い
作
業
地
点
を
目
指
し
登
り
ま
す
。

現
場
は
、
斜
度
四
十
五
度
を
越

す
急
傾
斜
地
で
、
足
場
も
悪
く
、

一
度
転
が
っ
た
灯
油
缶
は
下
ま
で

止
ま
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
火
が
燃
え
移
ら
な
い
よ

う
に
下
草
を
刈
り
、
鉄
管
を
一
本

一
本
立
て
て
い
き
ま
す
。
こ
の
斜

面
は
、
凹
凸
が
あ
り
、
石
が
多
い

た
め
、
思
う
よ
う
に
き
れ
い
な
文

字
に
な
か
な
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
下
か
ら
望
遠
鏡
を
の
ぞ
き
、

無
線
で
指
示
を
し
、
て
い
ね
い
に

文
字
を
整
え
ま
す
。
炎
天
下
で
、

こ
の
よ
う
な
作
業
は
、
非
常
に
過

酷
で
す
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
鉄
管
に
灯

心
と
灯
油
を
詰
め
、
ふ
た
を
す
る

と
ほ
ぼ
準
備
は
完
了
で
す
。

そ
し
て
、
当
日
夕
方
、
防
火
用

水
を
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
に
詰
め
、

再
度
登
り
ま
す
。
灯
油
の
補
充
や

作
業
位
置
な
ど
の
確
認
を
し
て
、

本
番
に
備
え
ま
す
。

点
火
直
前
の
八
時
二
十
分
に
風
量

を
調
べ
、
火
災
の
心
配
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
、
予
定
ど
お
り
八
時
三
十

分
点
火
。
燃
え
る
火
を
順
次
点
検
し
、

火
勢
が
安
定
す
れ
ば
、
し
ば
し
山
の

上
か
ら
十
七
夜
を
見
学
し
ま
す
。

九
時
二
十
分
消
火
。
完
全
に
消

J
見
た
こ
と
を
確
認
し
、
無
事
下
山
。

十
八
日
、
鉄
管
を
抜
き
、
さ
び

防
止
の
た
め
油
を
塗
っ
て
、
所
定

の
位
置
に
片
付
け
ま
す
。
以
上
で

三
日
間
に
及
ぶ
作
業
の
終
了
で
す
。

⑬
●予定どおり夜8時30分に点灯しました　　　　○上の段付近から撮影

㊨章を刈り、鉄管をたてます

⑦無線の指示で、一本一本ととのえます

㊨山村開発センターから、望遠鏡をのぞき

指示します

0夕方、灯油と火災に備え防火用ジェット

シューターを背負って登ります

⑳鉄管に灯油を注ぎます
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豊かな老後のためには、偏りのない栄養バランスのよい

食事が大切です。

また、食事はきれいに盛りつけ、楽しいことを考えながら

おいしく食べましょう。

お年蓑切◎念監藩可⑨か桑

よくかんで食べよう。

かむことで唾液の分泌

をさかんにし、消化・

吸収がよくなる。さら

に脳を刺激する。澄め

たんばく苦を十分にとろう。

ぉ年よりにこそ、質の　lく＼
⊂l●　）

よい肉や魚・乳製品が　　　レ

必要。牛乳は毎日飲も圭一、

」＿声ニ＼：■一三二：ラ二℃「＼ご

⑬

おいしく食べよう。　　　　だれかと一緒に食べよう。

華 だれかと一緒に食べれ＿■√‥ハ旬の素材を使ったり、

器や配掛こも気を配っ　　　　　　　ばおいしさ倍軋でき隠’∴一

てみよう。㌢亀Lヨーニ崇恵。Lr

和食中心の献立を。

ごはん■おかず‘汁物と　‘＿．

バランスのとれた和食を、（‘∴，・）

食べよう。

、

、唯、二∵町－
＼二‾′手＿　‾　t‾‾ノ

1■くく　　　、　／

◎

、　‾∵ヽ　－

＿∩ゥ

、主）‾

バランスのよい食事をしよう。

好きなものばかり食べ

ないで、野菜・くだも

の・肉・魚などまんべ

んなくとろう。し坦
トしノ

く旗

食塩や砂糖をとりすぎない。

血圧の高い人はとくに．、ヂ管＼
注意。食塩は10g以下、‘

砂糖は50g以下にして

うす味を心がけよう。

せんいは加熟してやわらかく。

ひ。きゃ切。干し畑、　車重専

圭▲誓．∴忘㌍誓、

．三；密去
七二一一ノ

■

〔ユィ√‾す

腸粘膜が発がん物質にさ＼J芦′

らされる時間を短くする

芸芸忘芸で慧慧物　思
／ノ′宮二＿＿＿

刺激の多いものはさlナる。　　　　水分補給はしっかり。

辛すぎるものや味の浪い　　　やミ　　食後に番茶やほうじ茶な

ものをひかえ、うす味に〆∵　　　　　ど、水分をとる0とくに

なれるようにしよう。

曳
お年よりは水分が不足し　転‾・ト／
がち。夏も冬も水分補給

はしっかりと。

㊨
人
保
健
だ
よ
り
⑤

老人保健　今月の医療費（6月診療分）

対象音数（人） ■　総医療費（10害 頑 削　一人当た。医療費（円）

国　　 保 5 0 0 2 2 ，5 9 9 ，0 6 3 4 5 ，1 9 8

社　　 保 4 0 1 2 2 ，6 8 1，5 6 9 5 6 ，5 6 2

計 9 0 1 4 5 ，2 8 0 ，6 3 2 5 0 ，2 5 6
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．
ぽ
・
闘
〃
‥

轡

優

勝

－
江
府
町
消
防
団
第
一
分
団
－

七
月
十
九
日
、
鳥
取
県
消
防

学
校
　
（
米
子
市
二
本
木
）
　
で
第

四
十
四
回
鳥
取
県
部
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
四
年
に
一
度
の
全
国

大
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て
お
り
、

ポ
ン
プ
車
の
部
に
は
、
県
内
か

ら
各
地
区
を
勝
ち
上
が
っ
た
代

表
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
レ

ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
消
防
団
　
（
第
一
分
団
）

は
西
部
地
区
大
会
に
優
勝
し
、
万

全
の
体
制
で
本
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
優
勝
候
補
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
は
ね
の
け
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま

し
た
。結
果
は
残
念
な
が
ら
、
優
勝
は

逃
し
た
も
の
の
、
僅
差
の
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

■
ポ
ン
プ
車
の
部

成
　
績

出
補四三二一指場第準優
助番番番番挿団三優
員　貝員員　員者員位勝勝

鳥
取
市
美
保
消
防
団

江
府
町
消
防
団

八
東
町
消
防
団

関
内
　
隆
文

一
二
三
慎
也

白
石
　
耕
路

長
岡
　
達
也

大

岩

一

彦

久
代
　
領
樹

◎

dJ－し曳」一式J）、JkJ

二二二＿二二二二二．　－　∧

○ジャガイモを収穫する参加者

◎

笠
良
原
の
市
民
農
園
「
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
」
　
で
八
月
九

日
、
利
用
契
約
者
と
地
元
笠
良
原
や
下
蚊
屋
の
人
と
の
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
都
会
に
住
む
農
園
の
利
用
契
約
者
と
地
元
の

人
た
ち
が
ふ
れ
あ
い
、
農
作
業
を
通
じ
て
農
村
の
良
さ
を

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
も
県
内
外
か
ら
約
七
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
心
地
よ
い
涼
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
大
根

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
な
ど
の
収
穫
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
会

の
中
で
、
外
国
産

の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ

ー
タ
ー
や
水
道
水

な
ど
五
種
類
の
中

か
ら
「
奥
大
山
の

水
」
を
当
て
る
利

き
水
も
あ
り
、
み

な
さ
ん
腹
い
っ
ぱ

い
水
を
飲
み
、
真

剣
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

O「奥大山の水」当てに挑戦／

ビールの銘柄当てよりむずかしい．／．／
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、
頂
店
ガ
い
つ
は
ー
い

楽
し
い
夕
涼
み
会

七
月
二
十
四
日
、
子
供
の
国
保
育
園
で
恒

例
の
夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

役
場
職
員
労
働
組
合
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
に
よ
る
、
綿
が
し
、
金
魚
す
く
い
、
風
船

つ
り
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
夜
店
に
、

園
児
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
お
お
は
し
ゃ
ぎ
、

金
魚
す
く
い
で
は
保
護
者
の
ほ
う
が
夢
中
に

な
っ
て
し
ま
う
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
映
画
鑑
賞
会
で
は
“
こ
わ
ー
い
！

の
っ
べ
ら
ぼ
う
が
出
る
”
と
さ
っ
き
ま
で
の

元
気
は
ど
こ
え
や
ら
。
泣
き
出
し
そ
う
な
園

児
も
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

O「え～い、めんどくさい。手でつかんじゃお」

十と夜lZは負けないよ！

二∴表差益

⑳八
月
五
日
、
チ
ロ
ル
の
里
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
入
所
者
や
そ

の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が

参
加
し
て
納
涼
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
日
は
、
盆
踊
り
や
の
ど
自

慢
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、

花
火
、
施
設
職
員
に
よ
る
ラ
イ
ン

ダ
ン
ス
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
出

し
物
が
あ
り
、
入
所
者
は
夏
の
夕

暮
れ
を
、
と
き
の
た
つ
の
も
忘
れ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

○にぎやかに繰り広げられた納涼会

董
り
l
n
r
川
V
L
川
y
M
V
か
ハ
U
l
小
目
Y
や
ハ
り
l
八
ソ
ハ
り
小
d
T
山
高
1
わ
d
l
八
W
一
八
Y
ハ
W
一
山
り
・
山
り
止
り
ゎ
止
り
l
p
人
望
り
小
か
・
n
Y
h
正
も
占
t
p
招
b
d
l
小
山
t
H
U
〝
ハ
U
L
八
W
r
や
再
W
d
l
か
d
l
八
詳
Y
h
U
・
爪
U
l
ハ
W
d
l
小
的
・
八
M
。
・
卓
n
Y
中
仙
り
ゎ
J
n
Y
l
中
仙
U
l
わ
・
爪
U
l
や
止
U
t
串
ハ
Y
川
y
U

楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
教
室

八
月
五
日
、
江
尾
駅
前
ち
ろ
り
ん
ハ
ウ
ス

で
　
「
え
び
っ
こ
の
安
全
」
　
と
銘
打
っ
て
、
江

尾
小
学
校
P
T
A
と
交
通
安
全
母
の
会
主
催

に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
江
尾
小
学
校
の
児
童
に
夏
休
み

を
健
康
で
安
全
に
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
計

画
さ
れ
た
も
の
で
、
交
通
安
全
映
画
の
観
賞

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
石
黒
さ
ん
に
よ
る
自
転

車
の
安
全
点
検
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
江
尾
駐
在
所
の
西
村
警
部
補
か
ら

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
の
説
明
の
後
、
実

際
に
路
上
で
指
導
を
う
け
ま
し
た
。

㊥実際に、路上で指導を受けました。「右を見て、左を見て・■・」

一一■∴一一‾・一　　一一一一一・一　　一

、　．　＿▼、　　　　　　　、、、　＿　j

中学生親子が「道の日」に合わせ

道路清掃の奉仕作業

八
月
九
日
、
江
府
中
学
校
二
年
生

の
親
子
（
代
表
芦
立
善
男
）
総
勢
百

人
が
、
甘
酒
茶
屋
か
ら
鍵
掛
峠
ま
で

の
県
道
を
お
よ
そ
三
キ
ロ
の
区
間
を

ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
う
奉
仕

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
八
月
十
日
の
「
道
の
日
」

に
合
わ
せ
、
親
子
活
動
の
一
環
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
す
が
、
周
辺
は
、
今
年

一
月
に
制
定
さ
れ
た
環
境
美
化
促
進

地
域
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
た
る
と
こ

ろ
に
空
き
缶
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
深
い
霧
の
立
ち
込
め

る
中
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
、
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
な
ど
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

㊨　e袋いっぱいにゴミを拾う参加者
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■血　　　や晦‥廠　　　ト†⊥

ら　せ

＠

⑳

●募集職種及び人員

消防職員　1名

■応募資格

昭和49年4月2日から

昭和56年4月1日までに

生まれた者

■試験日程

（1）第1次試験

10月4日（日）

教養試験

消防適性検査

作文試験・体力試験

（2）第2次試験

11月上旬

面接試験・健康審査

※1次合格者へ別途通知

■採用予定

平成11年4月1日

■申込受付期間及び場所

受付期間　9月7日（月）～

9月21日（月）

※当日消印有効

受付場所

〒683－08　53

米子市両三柳3060番地の6

鳥取県西部広域行政管理組合

消防局　総務課

■テーマ

日本のふるさと美しい山村

山村における生活、イベント、美しい

山村の景観など幅広い分野を対

象とし、生活感・季節感あふれた

山村の姿を伝えるもので、山村の「魅

力」と、未来への活力の「いぶき」

を感じさせるもの。

■主　催

国土庁、全国山村振興連盟（共催）

■　嘗

国土庁長官賞　　　　　　1名

賞状及び副賞（20万円程度）

全国山村振興連盟会長賞　1名

賞状及び副賞（10万円程度）

審査委員特別賞　　　　5名

賞状及び副賞（5万円程度）

優秀賞　　　　　　　　20名

賞状及び副賞（記念品）

■締　切

平成10年9月30日（当日消印有効）
『送り先

全国山村振興連盟

「第7回ふるさと山村フォトコンテスト係」

〒100－0014

東京都千代田区永田町1－11－32

全国町村会館西館3F
TEL任；－3581－7527

■応募上の注意

①応募サイズ

カラープリント4ツ切

（組み写真を除く）

②応募点数

何点でも応募可。

ただし未発表作に限る

③記載事項

作品裏には、題名、撮影場所、撮

影年月日、氏名、年齢、性別、住所、

電話番号、職業を必ず明記のこと

④入賞作品の版権

版権は全回山村振興連盟に帰属

⑤フイルムの提出

入賞者には、ネガ又はポジフィル

ムの提出を求める

⑥応募作品の返却

作品の返却を希望する場合は、

返却希望と朱書し、送料として切

手500円分を同封のこと（ただし

入賞作品は返却しない）

『入賞発表

平成10年11月

審査結果は入賞者に直接通知

雷詳しくは役場　産業振興課

TEL75－3222

NHK鳥取放送局と中国山地県境

市町村連絡協議会では「音」を通し

て故郷の自然の豊かさ、大切さを伝え、

自然と対話するコンサートを開催します。

記

■　名称　「ふるさとの音風景」

｛　日時　平成10年9月19日（土）

開演：午後6時

■　会場　日南町総合文化センター

●　出演　神山純一（シンセサイ

ザー奏者）、地元の皆さん

■　入場申し込み　往復はがき

（1枚1名様）に住所、名前、

電話番号を記入して申し込み

ください。なお、応募多数の

場合は抽選のうえ入場整理券

をお送りします。

宛先：689－5292　日野郡日南

町生山619　日両町役場内県

境サミット事務局「ふるさと

の音風景」コンサート係。

締切：平成10年9月4日（金）

必着

』　問い合わせ　日南町役場内

県境サミット事務局「ふるさとの

音風景」コンサート係

TEL0859－82－1111

外国語をマスターしたいと教室

に通う人が増えていますが、その

一方で、中途解約に関するトラブ

ルも増えています。

受講期間中、転勤、転居、病気、

また指導内容に満足しない、やる

気がなくなった等の理由から中途

解約も起こり得ます。現金又はク

レッジトで一括払いさせるところ

が多いようですが、長期契約の受

講ではなく、月謝制の方が無難で

しょう。

中途解約についてのルールを定

めているところもあるようですので、

内容をよく確かめてから契約する

ようにしましょう。

【消費生活相談窓口】

鳥取県立消費生酒センター

電話（0859）34－2648

◎
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お如

郵便局で、記簿謄本抄本の請求

ができることになりました。

■申し込みのできる登記関係書類

（1）土地・建物の登記簿謄本

抄本

（2）本店又は支店登記のある

会社・法人の登記簿謄本

抄本

『サービス実施対象地域

日野郡内の全郵便及び簡易郵

便局

『経　費

申請書には謄本・抄本とも1

通につき登記印紙1000円

と郵送料が必要です。

◎詳しくは、江尾郵便局にお尋ね

ください。

未払賃金の立替払制度は、「賃

金の支払の確保等に関する法律」

に基づく制度で、企業が「倒産」

したために、未払いとなっている

賃金の一定範囲について、労働福

祉事業団が事業主に代わって支払

う制度です。

（なお、事業主は、賃金未払いに

ついて、労働基準法違反となり、

刑罰を科せられることがありま

す。）

問合せ先

○鳥取労働基準局　監督課（TEL

O857－23－2191）○鳥取労働基準監

督署（TEL0857－24－3211）○米子

労働基準監督署（TEL0859－34－

2231）○倉吉労働基準監督署（

TELO858－22－6274）

⑳

兵庫県では、アジアの子どもたち

から募集した絵画を陶板に焼付け、

屋外に設置することにより、アジ

ア文化を体験できる空間を創造す

るという「アジアの子供野外ミュ

ージアム創造事業」を進めること

となりました。

今回のテーマは、「家族」です。

ふるってご応募ください。

■募集作品

（1）大きさはA4またはB4の

画用紙等に描いてください。

（2）未発表のものに限ります。

■応募資格

平成10年6月1日現在

18歳未満のアジアの子ども

■応募方法

（1）作品の題名・説明、氏名、

住所、年齢、生年月日、性別、

電話番号、在籍学校名、学年

を書いた用紙を作品の一点ご

とに添付してください。

（2）1人3点まで応募できます。

■応募締切

平成11年1月30日（土）

必着

■審査及び発表

平成11年2月

■表　　彰

入選5点　優秀賞25点

■問合わせ及び応募先

〒671－2233　兵庫県姫路市

太市中915－49

兵庫県立子どもの館

TELO792－67－1153

TELO792－664632

●日　時

平成10年9月9日（水）

『救急の日』

午後1時00分

一　午後5時00分

■会　場

米子市末広町58－6

米子市文化ホール

TEL0859（35）4171

■実施内容

（1）シンポジュウム

○記念講演

○シュミレーション実演

○パネルディスカッション

（2）救急資器材展示

（3）救急ビデオ放映

（4）CPR実演コーナー

働きたい女性を対象に、就業に

必要な知識や技術・資格を修得し

ていただくために、パソコン会計

（基礎）講習会を開催します。

『講習内容』　基本操作と財務

会計ソフトの活用

『受講資格』

就業を希望される簿記3級程度

の実力をお持ちの女性の方。

『講習期間』

10月30日～12月18日

（原則・月、水、金の22日間）

『講習時間』

1日5時間（午前10時～午後
4時）

『受講料』

無料（ただし、材料費一部自己

負担）

『講習会場』

OAセンターヒロケン米子店

『申込期間』

9月7日～11日

『申込及び問い合わせ先』

鳥取県女性就業援助センター

鳥取市扇町21（県民ふれあい

会館内）電話0857－22－6542

⑳

◎
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大人はシートベルト子どもにはチャイルドシートを

免許をもっている人の割合は、今や男性が8割以上、女性は5割を超えています。

華を使う家庭では、子どもを一緒に乗せる機会が多くなっていますが、同時に増え

ているのが幼い子どもの自動車乗車中の死傷事故です。危険を予測できない子ど

もの命は、大人が守らなければなりません。チャイルドシートの着用は大人の責任
です。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
は
、
車
が
万
が

一
衝
突
し
た
際
に
、
子
ど
も
の
事
故
被
害

を
減
ら
す
効
果
の
あ
る
保
護
装
置
で
す
。

総
務
庁
な
ど
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
事
故
で
死
亡
す
る
確

立
を
八
分
の
一
に
減
ら
す
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
着
用
率
は
、

八
％
に
も
満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

街
角
で
は
最
近
、
子
ど
も
を
助
手
席

に
座
ら
せ
た
り
親
が
抱
え
た
り
す
る
姿
が
、

し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

で
万
が
一
の
と
き
、
本
当
に
大
丈
夫
で
し

ょ
う
か
。

仮
に
、
体
重
十
柏
の
幼
児
を
乗
せ
た

車
が
時
速
三
十
k
m
で
衝
突
し
た
と
す

る
と
、
そ
の
前
方
へ
の
力
は
瞬
間
的
に

約
八
十
五
軽
に
も
な
り
ま
す
。
子
ど
も

は
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
な
ど
に
激
突
す
る

か
車
外
に
飛
び
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

た
と
え
親
が
抱
え
て
い
た
と
し
て
も
、

と
う
て
い
支
え
る
こ
と
は
で
き
ま
で
ん
。

死
傷
者
数
は
丁
六
倍
増

こ
う
し
て
、
車
に
乗
っ
て
い
て
交
通
事

故
に
遭
い
、
亡
く
な
っ
た
り
け
が
を
し
た

り
し
た
」
八
歳
以
下
の
子
ど
も
の
数
は
、
一

万
百
五
十
二
人
（
平
成
九
年
）
。
平
成
田

年
（
」
八
千
二
百
二
十
六
人
）
と
比
べ
、
約
一
・

」
八
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
親
の
役
目
。

子
ど
も
が
ど
ん
な
に
泣
い
て
も
抱
っ
こ

は
せ
ず
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
座
ら
せ

ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
習
慣
の
積
み
重

ね
が
、
や
が
て
大
人
に
な
リ
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
意
識
に
結
び
つ
く
は
ず
で
す
。

親
が
行
う
大
事
な
安
全
教
育
の
弓
で
す
。

＠

乳児用ベッド

（ベビーシート）

体重10k9未満

年齢0～12か月程度

・チャイルドシートは赤

ちゃんのときから。

・嫌がっても着けさせ

て習慣にしましょう。

くチャイルドシート・利用のポイント〉

●チャイルドシートは後部座席に

くやむを得ず助手席に取り付ける場合〉　エアバ

ッグ装着の助手席に取リ付けるときは、シートを一

番後ろに下げ、必ず前向きに取り付ける。

幼児用シート（チャイルドシート）

体重ワ～18k9程度

年齢6か月～4歳程度　　　　　●体格に合ったチャイルドシートを選ぶ

●しっかり国定する…

取扱い説明書をよく読み、

しっかり取り付ける。

⑧ （本 ） （培 い こ牽　　 く8 月 分 〉

事業所名 所在地 職　　　 種 年　 齢 賃　　　 金 就業時間
（有）川　　 端　　 組 小 江尾65 1 －5 土 工及び軽作 業員 18 ～ 60 17 0 ．00 0 ～ 25 0 ．00 0 8 ：0 0 ～ 1 6：4 5
▼ （有）沢　　 玉　　 組 小 江尾3－10 土木工事技術者及び見習い 18 ～ 50 17 6 ．00 0 ～ 30 6 ，00 0 8 ：0 0 ～ 1 7：0 0
（有）沢　　 玉　　 組 小 江尾3－10 自動車運転 手 2 2 ～ 50 17 5 ，00 0 ～ 31 3 ，00 0 8 ：0 0 ～ 1 7：0 0
社会観法鳩据 チロルの班別暮ま臥ホーム 久連 7 栄 養士 2 0 ■｝60 14 5 ，53 0 ～ 33 3 ，80 0 8 ：3 0 ～ 1 7：3 0

事業所名 所在地 職　　　 種 年　 齢 賃　　　 金 就業時間
（有）川　 上　 運　 輸 江尾 36 －5 運 転手 2 0 ～ 50 26 0 ．00 0 ～ 29 0 ．00 0 8 ：0 0 ～ 17 ：0 0
（有）建設機械 サービス 佐川 10 28 －1 重機 修理 1 8 ■〉30 18 0 ．00 0 ～ 20 0 ．00 0 8 ：3 0 ～ 17 ：3 0
藤　　 田　　 林　　 業 江尾 17 50 －2 作 業員 2 0 ～ 55 23 0，00 0 ～ 27 6 ，00 0 8 ：3 0 ・－17 ：0 0
（有）川　　 端　　 組 小 江尾65 1 －5 技 術者 2 0 ′・一50 20 0，00 0 ～3 0 0 ，00 0 8：0 0 ～ 16 ：4 5
（有）川　　 端　　 組 小江 尾6 51 －5 重機 運転手 1 8 ～ 55 21 0，00 0 ～2 6 0，00 0 8：0 0 ■－16 ：4 5
（有）川　 上　 運　 輸 江尾 36 －5 自動車修理工 1 8以 上 18 0，00 0 ～2 0 0，00 0 8：0 0 ～ 17 ：0 0

●求 人 情矧 こ関す る問 い合 わせ先 米 子 公 共 職 業 安 定 所 根 雨 出 張 所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）

（注）町報掲載時までに充足清等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。　　　　　　　　　◎

Soumu
四角形

Soumu
四角形



申
日野病院
眼　科

石原美香医師

皆
さ
ん
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
ご
存
じ

で
す
か
。
眼
に
直
接
つ
け
る
た
め

怖
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
、
使
い

方
さ
え
間
違
わ
な
け
れ
ば
、
決
し

て
怖
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
つ

い
て
少
し
お
話
し
し
ま
す
。

視
力
の
矯
正
に
は
、
眼
鏡
・
コ

⑳

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
・
手
術
の
三
つ

の
方
法
が
あ
り
、
眼
鏡
は
最
も
使

用
が
簡
単
で
す
が
、
欠
点
や
使
用

上
不
便
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

で
は
こ
れ
ら
の
問
題
の
多
く
が
改

善
さ
れ
ま
す
が
、
眼
鏡
と
違
い
眼

に
直
接
装
用
す
る
た
め
、
安
全

性
・
装
用
感
の
問
題
な
ど
が
生
じ

ま
す
。
し
か
し
、
注
意
し
て
使
用

す
れ
ば
安
全
で
、
涙
の
少
な
い
人

や
全
身
状
態
の
悪
い
人
以
外
は
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
す
る
際
に
は
、
眼

鏡
が
か
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、

良
好
な
視
力
と
視
野
を
得
る
の
に

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
適
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

最
後
の
手
術
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
れ
は
あ
と
も
ど
り
が
効
か
ず
、

ま
だ
確
実
で
な
く
、
実
際
に
行
わ

れ
て
い
る
施
設
も
限
ら
れ
て
い
る

た
め
一
般
的
な
方
法
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

◎
の
終
日
装
用
者
は
3
か
月
ご
と
の

定
期
検
査
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
眼
障
害
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

7月届（敬称略）

瞞
浩

司
　
正

浩
　
吉

●お誕生おめでとう

（住所）　（氏名）　（性別）

本　五　川上　　守　男

助　渾　加藤　尚紀　男

美　用　下垣奈七海　女

●ごめい福を祈ります

（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）

美　用　板井　幹代　85歳　久

宮　市　末次　芳枝　85歳

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
医
療
用

具
で
あ
り
、
眼
科
医
の
検
査
の
も

と
で
処
方
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
処
方
前
に
は
眼
科
一
般
検

査
を
行
い
、
原
因
が
屈
折
異
常
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
そ
の
上
で
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
装
用
と
な
り
ま
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
、
眼
の

上
を
涙
に
浮
い
て
動
き
回
る
こ
と

に
よ
っ
て
角
膜
上
皮
へ
の
栄
養
を

確
保
し
ま
す
。
し
か
し
こ
の
た
め

に
異
物
感
や
、
角
膜
を
障
害
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
眼
に
障
害

が
起
る
と
、
痛
み
や
涙
、
充
血
、

眼
の
か
す
み
な
ど
の
症
状
が
出
ま

す
が
、
な
か
に
は
自
覚
症
状
も
な

く
進
行
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
定
期
検
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
検
査
を

受
け
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
連
続
装
用

者
は
1
か
月
ご
と
、
各
種
レ
ン
ズ

最
近
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
、

ハ

ー

ド

・

ソ

フ

ト

・

ト

ー

リ

ッ

ク

（
乱
視
矯
正
）
・
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル
　
（
使
い
捨
て
）
　
な
ど
、
種

類
・
材
質
と
も
に
多
様
化
し
、
使

用
法
も
終
日
装
用
や
連
続
装
用
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
生
活
状
況
に
応

じ
て
選
択
の
幅
も
広
が
り
使
用
者

も
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
の
適
応
と
選
択
を
見

極
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
装

用
指
導
を
含
め
た
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
に
対
す
る
装
用
者
の
理
解
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は

取
り
扱
い
を
間
違
え
る
と
、
眼
に

障
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

定
期
検
査
が
非
常
に
大
切
で
あ
る

こ
と
を
し
っ
か
り
知
っ
た
上
で
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
使
用
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

江
尾
十
七
夜
も
終
わ
り
そ
こ
は

か
と
な
く
秋
の
気
配
を
感
じ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

開
か
れ
た
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
夏
祭

り
も
、
今
は
す
べ
て
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
祭
り
の
後
の
一
抹
の
さ
み
し

さ
は
、
い
つ
の
時
代
も
か
わ
り
ま
せ
ん
。

幼
い
頃
は
、
十
七
夜
が
終
わ
り
、
夏

休
み
が
残
り
少
な
く
な
る
と
、
心
の

片
隅
に
無
理
や
り
し
ま
っ
て
い
た
「
宿

題
を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
焦
り
で

い
つ
も
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
楽
し
か
っ
た
夏
休

み
が
、
十
七
夜
を
境
に
雇
う
つ
な
夏

休
み
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
、
二
十
数
年
経
っ
た
い

ま
で
さ
え
、
そ
ん
な
心
模
様
は
昔
の

ま
ま
で
す
。
た
だ
、
違
う
の
は
そ
の

原
因
だ
け
。
夏
休
み
の
宿
題
が
、
稲

刈
り
に
変
わ
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。

宿
題
と
稲
刈
り
の
共
通
点
。
収

穫
を
喜
べ
な
い
稲
作
は
今
、
大
人
が

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
い
な

る
宿
題
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

十
七
夜
が
終
わ
り
、
稲
穂
が
垂

れ
る
水
田
を
見
る
農
家
の
長
男
の

気
持
ち
は
複
雑
な
の
で
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



lさじ助手して江府町のみな±ん

江府中学校外国語指導助手

Carrina Gordonさん（カナダ24歳）
カリ　ー　ナ　　　　コ　ー　ド　ン

：二二蔦指ゴーこ∴二・三二人．こ　　こ告二手に㌣を汀た匡闇は∪

日本の文化に触れ、新しい知識を吸収することと

日本の子供たちに英語を教えたいと思ったからです。

瑚揖用誉蔑

みなさん、とても親切で優しい。日本の夏はカナ

ダと比べて暑くて大変です。

ブ

日本の食べ物は、ヘルシーでとっても大好きです。

特に、豆腐やみそ汁、キュウリが好きです。

ただ、一度の食事にたくさんの品数が出てくるの

●　　ノミ完；‾競書．蒜画を見たりして。ます。また、日
本の文化に興味があるのでいろいろな所に旅行が

したいです。

世界中からいろんな人種の人が集まった広い国で、

自然がたくさんあります。

世帯数1，228世帯（－1）人口4．301人（－8）男2，015人（－2）女2．286人（－6）（）は前月比　7月末

尾毒萱　発行／江府町役場諾謁芸三三損聖賢『野誓認諾完繁昌喜　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
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